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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・毎年恒例の六角堂祭を下記日程において、開催致します。ご参加のご協力をよろしくお願い申し上げます。
　日　時：平成２２年４月２０日（火）１３：３０～１４：００
　　　　　※１３：２０までに集合願います。(時間厳守)
　場　所：青南病院隣六角堂
　参加者：青南病院入院患者者様(各病棟より３名)
　　　　うみねこ幸房利用者様(希望者から３名)
　　　　デイケア利用者様　　(希望者から３名)
　　　　職員
　◆雨天の場合◆　４月２２日(木)に延期致します。(１３：３０～１４：００)
　　延期の場合は、当日朝決定した時点で、各施設へお知らせ致します。
・4/1準夜帯にて東病棟の患者様より体育館でライターを拾ったと報告ありました。

ライターは危険物であり色々な事故の可能性が考えられる為、各病棟にて危険物の管理、確認方法について徹底するようにしましょう。

・4/16勤務異動も考慮し、4/15までの分、受け持ち患者様のカルテ整理や処理を行いましょう。

・4/3、ＡとＣユニットの手すりのペンキ塗りを行うそうです。

・中村　スミ様が4/5(月)11:00　に入院（合併症室）となります。食事（全粥・ミキサー・とろみ）は1割～5割程度の摂取で、朝、夕で経管栄養を実施しているとのこと。膀胱留置カテーテル挿入中。

＜患者様連絡事項＞

・木村　格治様：昨日、独立行政法人機構　八戸国立病院を胃痛のため受診しています。アルサルミン　3×１/21T　昨日昼より処方となっています。

・川井　ツセ様：本日、当院歯科にてネーム入れを依頼しています。

・関下　悟様　：本日14：00より心理検査予定です。

・高阪　博英様：室岡整形外科受診され、鎮痛剤７日分処方されています。疼痛なければ終了で、疼痛が持続していれば再受診となります。

・佐々木　尚子様：本日16：30、外出先より戻らず退院となりました。

＜安ヶ平Dr診察＞

・川村　和則様：風邪症状継続のため、PL　3×1　5T　継続処方となっています。

・和田　昌様：症状好転鎮静化のため、本日11:30終日隔離解除となりました。私物については、少し様子を見てから検討していきましょう。　

＜新入院患者様＞

・藤井　崇史様（27歳）：主病名：統合失調症　　　　病棟：東Ａユニット　9号室

　　　　　　　　　　　　入院形態：措置入院　　　　主治医：Ｄｒ安ヶ平

平成22年3月30日八戸保健所健康増進課より措置入院依頼あり。

3月31日措置鑑定実施（一次鑑定・ささクリニック 笹先生：主・反応性精神病・従・人格障害、二次鑑定・みちのく記念病院・石山先生：統合失調症）要措置。

保健所職員2名・警察官2名・父同伴で来院。東Ａユニットに措置入院となる。

　 ＜措置に至った経緯＞　

 　　　今年3月9日両親に対して包丁を向け威嚇する事があり、両親が警察に通報、救急当番の松平病院を警察官同伴で受診、鎮静剤の注射を受け帰宅。受診歴のある湊病院への受診を促されていたが受診せず翌日に興奮状態となり母親に包丁を向け「殺すぞ」と威嚇する事があり、八戸警察署に拘留される。

 　　　3月11日簡易鑑定実施（当院・安ヶ平先生）統合失調症の診断、鑑定結果から措置鑑定が行われる。診察時、担当医の質問には素直に応じられ、入院の説明には「宜しくお願いします。」と答えられているが、湊病院入院中（H19.6.17日～H20.1.13）に他者に対して暴力行為・器物破損行為等があり、他者との交流場面の観察や職員との対人関係の構築を慎重に行っていくこと。病識は薄く、服薬に対する必要性の理解等も低いことからその必要性について説明している。対して本人は「はい。お願いします」と落ち着いて返答している。他罰的・自己愛的であり、他者との円滑な対人関係の構築や社会性の獲得が困難と考えられ、その技能や方法等についても今後検討していく必要がある。

入院前は両親と3人暮らしをしていたが、「育て方が悪い」等と両親を責め立てることが多く、両親は本人との関わりに疲労を感じている。

障害基礎年金の受給要件は満たしているが、本人が受給を拒んでいる。今後本人と受給について検討して、了承が得られた場合に申請していく予定。
当院入院後、体温37.4℃　脈拍80回/分　血圧138/105mmHg、不調の訴えなく「緊張しているのかな」と話す。ボディチェックや服薬拒否なく応じられ、オリエンテーションへも落ち着いて対応されている。他者との交流場面において暴力行為がないよう観察を密にする、睡眠状態が不安定な為、生活リズムの確立が出来る様関わっていくようにしましょう。
＜隔離室入室患者様・拘束患者様ケース検討＞　

・畑中　成夫様：昨夜準夜帯、寝具調整時、右足辺りより電気シェーバーの刃の部分が発見され、「２～３日前に使用したもので、部品が外れていた事は覚えていない。」と話しています。

　　　　　　　紐を切ろうとしていたものか、スタッフを傷つけようとしていたものか不明ですが、シェーバーや耳掻き等本人へ貸し出す際は、使い終わるまで付き添い、確実に回収するようにしましょう。また、入浴時、寝具交換の際などチェックしましょう。

・小笠原　久年様：昨夜、独語・奇異行動あり不眠で経過されています。本日は独語は聞かれていますが大声で叫んだり、表情の硬さはみられていません。

　　　　　　　　　引き続き、不穏・問題行動に注意していきましょう。
・乙部　純一郎様：本日は服を着用し、ホールでパズルを実施しています。自室へ戻ると放便・放尿され、エアコンのところに衣類を置く行為みられています。
＜要注目患者様＞
・磯島　貴浩様：危険行為みられていなませんが、内服したあと必ずトイレへ行く様子がある。本人を観察していると自ら「飲んでいますよ。」と話している。昨日の診察時、臨時薬追加に対し拒む様子があった。昨夜夕薬時、服用に時間がかかっていた情報あり。舌の下や歯の裏に隠す行為があります。ザイディスタイプははすぐ口腔内で解けますが、カプセル・錠剤が怪しく、必ず内服できる方法にしたい為、服用状況を観察・記録をし月曜日に主治医に情報提供しましょう。また、以前家を壊すという粗暴行為もありますので注意しましょう。

・川井　ツセ様：拒薬・不安発言あり。「ナイロンがない、ビニールに漏らす。」と聞かれています。以前、布の下着を使用し排泄面では自立していたが、転棟後、現在はリハビリパンツを使用している。リハビリパンツ内には失禁はなく、トイレで排泄されている。リハパンの必要性はない為4/3の入浴時に布パンツへ移行しましょう。また、下剤は服用していますが便秘傾向にあるので、水分補給を促し、排便確認、必要時医師へ報告していきましょう。
＜退院療養検討会＞
清水　春佳様　　　　病名：統合失調症疑い　　

入院形態：任意入院　　　　主治医：川端Ｄｒ
　　　　　退院後は自宅療養し、マナクリニックへ転医予定です。確実な服薬（19：30の１回）と困った、不安なことは病院や医師に相談するように伝えましょう。主治医としても一般的なアドバイスを提供して下さいとの事です。　　　　　　　







